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研究成果の概要 

「生きづらさ」の原因の一つである対人関係の問題においては、社会性やレジリエンス（困難や逆境

を乗り越える力）の様な個人の資質が多大な影響を及ぼす。本研究では、社会性やレジリエンスを後天

的に高めて「生きやすさ」を手に入れることができるのかを検証する。そのため、幼少期の社会的環境

による社会性やレジリエンスの発達に着目し、これに関連する分子と神経回路を網羅的に探索し、同定

することを目指す。 

2024 年度は、オキシトシン受容体-Venus ノックインラットを用いて幼少期に社会的遊びを行った時

に活性化するオキシトシン受容体発現ニューロンの同定に着手した。これまでの報告から推測された

部位とは異なる場所が活性化されている傾向を見出した。また、一昨年度作製した FosTRAP ラットを

用いた神経活動依存的な細胞標識法によって、社会的遊びによって活性化される神経細胞を標識し、4-

OH タモキシフェンの投与タイミングと部位特異性の検証を行っている。一方で、成体の社会性・レジ

リエンスにおけるオキシトシン神経回路の役割についての解析を行った。社会的ストレス時に視床下

部腹内側核オキシトシン受容体発現ニューロンが過剰に活性化されると、社会的恐怖記憶の般化・社会

的優位性の低下・他個体との相互接触の低下が起こり、社会的な交流を避けて孤立する様に行動が変容

することを明らかにした。さらに富山大学の松本惇平助教の協力を得て、幼少期の社会的遊びの自動解

析システムの開発に着手している。これまでに 2 個体が入り乱れた状況でも 3D 形状から各個体の姿

勢を高精度に推定できる 3 次元ニューラルネットワークアルゴリズムを共同で開発した。現在、マニュ

アルによる行動判定と比較しながら精度の高い行動判別アルゴリズムを作成中である。 
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